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 【受賞】GOOD DESIGN AWARD 2005、2021

 【研究】京都大学経営管理大学院官民連携まちづくり研究会
間委員（2015～）

 【研究】東北大学「
ルージョン推進プロジェクト」／オーガナイザー（2022～）

 【研究】日本都市計画学会「
ン研究会」／研究員（2018～2022）

 【発表】土地区画整理事業から生まれた街の交流拠点（
フォーラム2012）

 【論文】エリアマネジメントの地域特性に関する分析（
産学会（2016））／共著

 【出版】エリアマネジメント・ケースメソッド（
（2021）） ／共著

 【出版】パブリックスペース活用事典（学芸出版（2023
／共著

 【登壇】内閣府地方創生カレッジ、
ト、国土交通大学講師、共感都市再生セッション、
り勉強会 等

【所属団体】

 日本都市計画学会 会員
 日本都市計画家協会 会員／理事
 日本ファシリティマネジメント協会 会員
 日本不動産学会 会員

1978年、仙台生まれ。建築意匠を専攻。

 一般社団法人エリアマネジメントラボ／理事

 株式会社サンシャインシティ／まちづくり推進部 エキスパート

 北海道科学大学／客員教授（建築学科）

 認定NPO 日本都市計画家協会／理事

andscape／主宰

 王子駅周辺エリアプラットフォーム／代表幹事

堀江佑典 Yusuke Horie 都市プランナー

        
                          

建築デザイン事務所を経て都市計画・まちづくりのプランナー、そしてエリア特化型デベロッパーへ

受賞 ◼ GOOD DESIGN AWARD 2005、2021

主な

研究

◼ 京都大学経営管理大学院官民連携まちづくり研究会
／民間委員（2015～）

◼ 日本都市計画学会「気候変動時代の包摂的な空間デザイン研
究会」／研究員（2018～2022）

発表
・
論文

◼ 土地区画整理事業から生まれた街の交流拠点
（区画整理フォーラム2012）

◼ エリアマネジメントの地域特性に関する分析
（日本不動産学会（2016））／共著

出版

◼ エリアマネジメント・ケースメソッド
（学芸出版（2021））／共著

◼ パブリックスペース活用事典
（学芸出版（2023））／共著

主な

登壇

内閣府地方創生カレッジ、サスティナブルシティサミット、国
土交通大学講師、国土交通省都市局ワーキング、共感都市再生
セッション、各種シンポジウム、地域まちづくり勉強会 等

建築設計事務所
（店舗・オフィス・駅舎等の意匠設計）

都市計画コンサルタント
（都市開発・都市施設・エリアマネジメント等）

地域企業（共創デベロッパー）
（エリアマネジメント・エリアデベロップメント等）

個から全へ。都市のトータルデ
ザイン分野・都市空間への興味

「第三者視点」に加えて「当事
者視点」として事業を動かす

yusuke_horie@andscape.info



「デザインする」への挑戦
第７回マチミチ会議 まちが変わるウォーカブルのデザインとは

堀 江 佑 典
Horie Yusuke

3

土木的建築（トンネルのデザイン） サイン設計

駅舎設計・設計監理 飲食店やオフィス

GOOD DESIGN賞、Lighting Award
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都市再生

地方創生
良好な
居住環境

中心市街地
活性化

大
都
市

地
方
都
市

中心市街地・都心

郊外

池袋仙台定禅寺通

静岡草薙

須賀川市

札幌市篠路地区

仙台駅東地区

さいたま新都心地区
松本市

藤枝市中山間地区

宮古島市

港区竹芝地区
新見市

藤沢市村岡新駅

東京都 谷根千エリア

寒河江市

弘前市

盛岡市

宜野湾市

三郷市

八潮市

横浜市

川崎市

武蔵野市

三鷹市

静岡市

町田市

その他：国土交通省、UR都市機構、研究機関 等

横須賀市

北区
長泉町

日光市

仙台卸町地区

うるま市
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 都市政策
• 国交省やURとの調査検討

• 都市計画マスタープランや緑の基本計画などの行政計画

• 市街化調整区域マスタープランなどの開発抑制計画

• 公共施設等総合管理計画（PRE（公的不動産）の整理・活用方針）

• 景観計画や大規模土地利用計画

 地域計画
• 地域まちづくり計画系

• デザインガイドライン系

• 駅周辺まちづくり系

• 再開発や土地区画整理事業の事業化検討や事業地内プロジェクト

 都市施設系
• 公園や河川空間の再整備

• ウォーカブル系（道路空間再編・ほこみち制度等）

• サイン計画

• 遊休公的不動産の利活用計画

• 学校等の公益施設の耐震改修計画

• 駅舎やトンネルのデザイン設計

 民間施設系
• 飲食店

• オフィス

• アパレルショップ（提案）

• 映像ディレクション

1/10000

1/1

政策
方向性
制度

具体の
空間設計

Eames／1977
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つくった空間がより良く使われているか？
（「空間の価値」とは使い方で決まるのではないか）

より良い「利用者」を育んできたか？
（計画段階から「当事者意識」をどう育むか？）
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「つくる」
と

「つかう」
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「つくるデザイン」
と

「つかうデザイン」
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【つくるデザイン】
土地区画整理事業

地権者組合による公園＋公園内建築整備
建築家・デザイナーとの協働
環境性能・CASBEE「S」

【つかうデザイン】
住民参加のプロセス

環境・食育に重点を置いた運営
指定管理者制度導入

町内会の再編

2009年～【三郷市】三郷インターA地区／ピアラシティ中央公園＋ピアラシティ交流センター
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従来の土地区画整理事業とは異なる「まちづくりへのアプローチ」

基盤整備型 → 価値創造型

2009年～【三郷市】三郷インターA地区／ピアラシティ中央公園＋ピアラシティ交流センター
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2009年～【三郷市】三郷インターA地区／ピアラシティ中央公園＋ピアラシティ交流センター
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【つくるデザイン】
河川景観整備

視点場・滞留場の設定
河川法

【つかうデザイン】
市民参画

地域のお祭り
町内会と河川管理者の維持管理協定

2010年～【桶川市】水辺再生／河川緑道整備＋維持管理協定

befor befor

after after
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【つくるデザイン】
ビジョン・ガイドライン・都再計画

駅前広場・街路計画・沿道空間デザイン
緑化・個性・夜間照明

【つかうデザイン】
産官学民の検討体制（検討会）

エリマネ組織（都市再生推進法人）組成
都市利便増進協定・UDC

2013年～【静岡市】草薙駅周辺地区／駅周辺再整備＋(一社)草薙カルテッド（都市再生推進法人）
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2013年～【静岡市】草薙駅周辺地区／駅周辺再整備＋草薙カルテッド
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2013年～【静岡市】草薙駅周辺地区／駅周辺再整備＋草薙カルテッド
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⚫ コラボレーションスペースTaktの運営を行う学生団体「Con-Takt」（コンタクト）。
⚫ 草薙カルテッド事務局の社会人と学生が所属。Con-Taktはメンバー構成が特徴

的で、社会人と学生が同じ組織で活動。
⚫ また、学生メンバーも多様で静岡県立大学や常葉大学をはじめ、計7大学の学生

が所属。
⚫ 主にTakt内でのイベント企画・運営、Instagram運営、ホームページ運営、受付な

どをう。

2013年～【静岡市】草薙駅周辺地区／駅周辺再整備＋草薙カルテッド
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【つくるデザイン】
駅前再生土地区画整理事業
街路事業・鉄道高架化事業
公有地活用・土地利用転換

【つかうデザイン】
まちづくりへの機運醸成

道路や民地の利活用・社会実験
エリアマネジメント組織の組成

2016年～【札幌市】篠路駅周辺地区／地域拠点としての都市基盤再整備＋担い手育成
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2016年～【札幌市】篠路駅周辺地区／交流拠点としての都市基盤再整備＋担い手育成
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2016年～【札幌市】篠路駅周辺地区／交流拠点としての都市基盤再整備＋担い手育成
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【つくるデザイン】
中長期的ビジョン・構想

道路空間再構成
沿道土地利用・都市再生

【つかうデザイン】
エリアマネジメント体制の構築
プレイヤーの発掘・巻き込み

歩行者利便増進道路等の制度活用

2018年～【仙台市】定禅寺通／道路空間再構成＋エリアマネジメント
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2018年～【仙台市】定禅寺通／道路空間再構成＋エリアマネジメント
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2018年～【仙台市】定禅寺通／道路空間再構成＋エリアマネジメント
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2018年～【仙台市】定禅寺通／道路空間再構成＋エリアマネジメント
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【つくるデザイン】
都市再生緊急整備地域
再開発・リノベ・保全

公園再生

【つかうデザイン】
国家戦略特区→ほこみち

池袋エリアプラットフォーム
ストリートデザイン

2022年～【豊島区】池袋駅周辺地区／ウォーカブル＋エリアプラットフォーム＋ストリート
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➢ 2015 / 国家戦略道路占用事業の指定
➢ 2016 / 南池袋公園再整備（以後、公園再生が続く）

➢ 2017 / 池袋リビングループスタート
➢ 2020 / 池袋駅コア・ゾーンガイドラインの策定
➢ 2023 / いけぶくろウォーカブルコンセプトブックの策定
➢ 2023 / 東西ウォーカブル社会実験の実施
➢ 2024 / 池袋駅コア整備方針の策定

池袋駅周辺における近年の様々な都市政策の動き

“人中心の街” “ウォーカブル”
を重要なキーワードとした

官民連携体制による未来ビジョン

私たちは、官民が連携した人中心の都市環境形成により、
安心・安全に人々が集い、憩い、歩き回れる豊かな街の実現を目指しています。

池袋エリアプラットフォーム
2022.11組成

2024.05策定

池袋を、人中心の街へ

個々の動きや場をつなげ、伸長させ、面の動きとするために

官民連携によるまちづくりの加速 真に人中心の街へ
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池袋は、個性あるエリア・個性ある街路の集合体
その個性をより高めることで、面的な回遊につながるのでは？

都市の街路がおもしろそうなら、その都市もおもしろそうに見えます。
それが退屈そうなら、都市も退屈そうです。

Jane Jacobs “THE DEATH AND LIFE OF GREAT AMERICAN CITIES” 1961
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公共空間
（道路・歩道）

民有空間
（店先・オープンスペース等）

民有空間
（店先・オープンスペース等）

官民・民民の境界を越えた
ストリートのあり方を検討

 にぎやかしではなく、恒常的な空間形成を目指す。

 街路全体の「つくり方（空間）」と「つかい方（行動・管理）」の両方の視点で検討する。

 スモールスタートを旨としつつ、常に総論と各論を意識する。

エリアごと・街路ごとに特徴や個性が異なるのが

「池袋の多様性」であり「池袋の魅力」を生み出

す源泉となっている。街路ごとの個性を磨き、伸

ばし、街路空間を一体的にマネジメントし、街路

と街路をつなげていくことが池袋ならではのまち

づくりではないか。

基本的な考え方 「個・点」から線に。線から面に。

潜在的な可能性を
広げ、沿道関係者
の強い想いを紡ぎ、

ストリートごとの
個性や魅力として
磨き、醸成し、

池袋全体の多様性
や文化の豊かさと
して共奏していく
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池袋エリアプラットフォーム

沿道
不動産
オーナー

沿道
事業者

関係機関

道路占用
許可制度

歩行者利便
増進道路

都市利便増
進協定制度

様々な制度適用も
視野に入れて検討推進

様々な利害関係者と
協働で未来像を実現

ストリートデザイン部会
➢ 利害関係者を交えた検討深度化（確実な合意形成へ）

➢ 将来につながる社会実験（検証と実践の繰り返し）

➢ 次代に向けた街路環境の提案（官民領域の一体的環境形成）

部会を中心に、多様なノウハウと実行力を持って検討を推進

ロマンス通りWG 南北区道WG

【部員】
株式会社サンシャインシティ、ＮＴＴアーバンソリューションズ株式会
社、東京建物株式会社、ロサラーンド株式会社、独立行政法人都市再生
機構、株式会社アニメイトホールディングス、一般社団法人豊島区建築
設計事務所協会

街路から変えていくまちづくりの推進体制

産学連携による
ストリートデザイン
のディレクション

チーム

制度活用 ステークホルダー

お茶の水女子大学

共創工学部
藤山真美子准教授

＆lab
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２つの性格の異なる街路を抽出しモデル的に実施した「実験」

アニメイト通りロマンス通り

ロマンス通り アニメイト通り

現状

⚫ 夜間17～01時まで交通規制

⚫ 商店会が存在している

⚫ 警察との連携により防犯活動が取り組まれている

⚫ とはいえ、まだまだ環境改善（美化・安心安全）への取組が重要視
されている

⚫ 沿道では今後建替え計画なども進むことが検討されている

⚫ 南池袋公園エリアと中池袋公園エリアの回遊性が低い（データ活用
チーム分析より）

⚫ いくつかの地縁組織に係っている

⚫ 2024年に「アニメイト通り」として呼称が統一された（旧名は「南
北区道」）

⚫ 土日祝の12～19時まで交通規制

⚫ 上位計画では緑のネットワークや歩行者ネットワークに位置づけ

求められる街
路の役割・空間

 老若男女が安心安全に過ごせる環境づくり

 開発計画と併せた「池袋にふさわしい個性ある街路（民地と道路の
関係）」の実現

 非常に多い人流のある通り（青線）をつなぐ役割

 グリーン大通りからインナーに人を誘導する「顔」の役割

 緑の連続性・歩行快適性を実現する空間形成

社会実験での
具体的な取組

➢ 夜間も安心安全に居られる滞在空間つくり

➢ 「ロマンス通り」を表現する空間デザイン

➢ 人の流れをつくり空間の連続性を表現するサイン等のV.I.や空間デザイ
ンの在り方

➢ 街路と街路の接点の「顔」の作り方
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• 池袋随一の繁華街（夜の街）に位置しており、多
くの飲食店が並ぶ。商店会も活力がある。

• 安心安全（心理的安全性）な環境をいかにつくり、
新たな利用者づくりとイメージ改変へ。

• ２つの異なるエリア、人流が集中する動線をつな
ぐ、新たにネーミングされた街路

• 街路としてのアイデンティティと新たな人流をど
う作り出すか

ロマンス通りを構成する店舗の雰囲気が街路空
間へと滲み出すことで、夜間に街を訪れる（或
いは通過する）人々の佇まいが、繁華街に安心
感と穏やかな一体感をもたらし、商業集積地と
してのロマンス通り特有の界隈性を形成する仕
組み

アニメイト通りの端部（グリーン大通りとの交
点）に位置するニッセイ池袋ビル公開空地と、
ハレザ池袋に位置する中池袋公園が、「街の結
節点（NODE）として機能し、周辺環境や交差
する街路から人の流れを引き込みながら、街歩
きに広がりと賑わいを生み出す仕組み
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としまキッズパークIKEBUS Hareza池袋

上記以外は極力自然素材・自然色・無彩色を活用

武蔵塗料さんのご協力
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アニメイト通り（池袋駅東口）
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アニメイト通り（池袋駅東口）
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アニメイト通り（池袋駅東口）
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ロマンス通り（池袋駅西口）
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ロマンス通り（池袋駅西口）
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ロマンス通り（池袋駅西口）

防犯活動団体との連携（防犯アイドルによる啓蒙活動）



「デザインする」への挑戦
第７回マチミチ会議 まちが変わるウォーカブルのデザインとは

堀 江 佑 典
Horie Yusuke

41

ロマンス通り（池袋駅西口）

美術専門学校との連携（アートパフォーマンス）
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共通アイテム（てぬぐい）
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「つくる」
と

「つかう」

まちが変わるウォーカブルのデザインとは

どのようにデザインに挑戦していくか



「デザインする」への挑戦
第７回マチミチ会議 まちが変わるウォーカブルのデザインとは

堀 江 佑 典
Horie Yusuke

44

まちづくり・都市デザイン競技（2007）
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都市を断面で考える（オープン化のパターンランゲージ／2009）
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安心安全
（防犯・心理的安全性・コミュニティ）

ウェルビーイング
（健康・幸福度）

GX・グリーンインフラ
（暑熱-水災害・生物多様性・バイオフィリックデザイン）

防災・レジリエンス
（エリアBCP・日常化・フェーズフリー）

これからの
人中心の

まちづくり・街路づくり
（官民・民民・官官の連携がより重要）
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「ウォーカブル」をデザインする際のキーワード

奥行き感
見えがくれ・借景
布石・折れ曲がり
曖昧性・重ね
表面摩擦・凸凹

視覚的変化・リズム
アクティビティ
使い方の変化

つくる つかう

空間と空間、境界と境界、街路と街路、人と場

の、「取り合い」の工夫

安心安全
（防犯・心理的安全性・コミュニティ）

ウェルビーイング
（健康・幸福度）

GX・グリーンインフラ
（暑熱-水災害・生物多様性・バイオフィリックデザイン）

防災・レジリエンス
（エリアBCP・日常化・フェーズフリー）

アーバン
デザイン

コミュニティ
デザイン

景観・空間
デザイン

リーガル
デザイン

プロセス
デザイン

ソーシャル
デザイン

存在価値を高める 利用価値を高める



「デザインする」
への挑戦

堀江佑典
 Yusuke Horie

一般社団法人エリアマネジメントラボ 理事

株式会社サンシャインシティ まちづくり推進部 エキスパート
andscape

北海道科学大学 客員教授

第７回マチミチ会議
（全国街路空間再構築・利活用推進会議）
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